
小児がん拠点病院・小児がん診療病院 情報公開について 

令和 3 年 1 月 27 日 

１．情報公開依頼と提出状況 

 令和 2 年 8 月 13 日に各ブロック代表者に依頼し、令和 3 年 1 月 8 日までに小児がん拠点・連携病院、参

画施設 計 163 施設 よりご提出いただいた。 

全体の提出率は前年の「143 施設中 141 施設 98.6％」から「164 施設中 163 施設 99.4％」に向上した。 

各ブロックの提出状況は以下の通りである。 

( ※ 岐阜市民病院 ＝東海北陸・近畿２ブロックと連携 → 東海北陸ブロックにて計上)

２．ホームページへの掲載について 

 各施設の情報は令和 3 年 1 月 18 日より順次、昨年と同様に国立成育医療研究センターホームページにア

ップしている。（「成育トップページ」＞「主な取り組み」＞「小児がんセンター（小児がん拠点病院・中央機関）」、

「全国の小児がん診療施設の情報」ページ） 

当ページは、国立がん研究センターがん情報サービスのページにもリンクを張っていただいている。 

2020 年 1 月～12 月におけるページビュー数は約 23,469 件、訪問者数は約 15,134 件であった。 

訪問者の流入元では、google 検索が一番多く、その次に国立がん研究センターがん情報サービスからの

アクセス数が多かった。

他施設ホームページからのアクセスも見られたため、今後、全国の施設や行政機関に当ホームページへ

のリンクを貼っていただくことで、アクセス数の増加が期待できると思われる。 

拠点 連携 他 合計 未提出
北海道 1 15 0 16 0
東北 1 9 0 10 0
関東甲信越 4 41 2 47 1
東海北陸 3 17 0 20 0
近畿 4 32 1 37 0
中国四国 1 16 0 17 0
九州沖縄 1 16 0 17 0
合計 15 146 3 164 1

別紙
資料１-２



３．昨年からの変更点について 

・情報公開の様式について、「その他の固形腫瘍」の具体名は、各施設にて年別に記載いただいたものを、

事務局にて３年分一括し表示する方法へ変更 

  ・がん登録に基づき、2019 年症例～ 卵巣悪性腫瘍は対象から除外 

  ・専門資格保持者 （小児がん診療に実際に携わる人員）については、原則、現況報告書に基づいて一覧

を作成しているが、「がん治療認定医機構 暫定教育医」は、2017 年度末をもって廃止となっているため、

削除 

 ・2020 年 1 月 1 日時点の情報を記載いただいているが、今年度は、CODIV-19 の影響により、面会時間

等の変更がある施設も多く、HP 上に「変更の可能性がある」旨を記載し、詳細については、各施設へお

問い合わせいただくこととした 

 

４．集計結果について 

①診療実績（初発・再発）の定義について 

  がん症例については院内がん登録の症例区分を参考に、下記の表の通り各施設で集計していただいた。 

   

 

  初発・再発ともに施設間で重複する症例も含まれている。再発（紹介患者のみ）の小児がん治療実績件数

は、全都道府県規模のものとしては日本でこの情報公開だけが公表しているものと思われる。 

 

 

②初発・再発別件数について 

  初発については全疾患の総数 2017 年 3,160 件、2018 年 3,098 件、2019 年 3,225 件 となった。 

  再発については全疾患の総数 2017 年  292 件、2018 年  292 件、2019 年  302 件 となった。 

  初発・再発別件数は、毎年施設によっては見直しを行い、修正となることがあるため、多少の変動が見ら

れるが、定点的に行う集計により、施設内でも現状の把握や小児がんに関する理解が深まっていくと思わ

れる。 

 

③疾患割合について 

   症例数・疾患割合を以下の表とグラフに示す。 

 ※再発例は「その年自施設に初めて紹介された再発症例で、自施設で治療を行ったもの」をカウントし

ており、自施設再発などは含まれない。そのため、「再発で他施設に紹介されやすい疾患（ALL の骨

髄移植目的など）」が件数として多くなっている可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

＜症例区分について＞

20.自施設診断・自施設初回治療開始
21.自施設診断・自施設初回治療継続
30.他施設診断・自施設初回治療開始
31.他施設診断・自施設初回治療継続
40.初回治療終了後（再発症例やフォローアップなど）



 

2017 年初発症例 件数と疾患割合              2017 再発（紹介例のみ）症例 件数と疾患割合    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

造血器腫瘍 126 43%
　ALL 73 25%
　AML 30 10%
　まれな白血病 3 1%
　MDS/MPDのうちCML 0 0%
　MDS/MPDのうちCMLを除く 2 1%
　NHL 7 2%
　ホジキンリンパ腫 3 1%
　その他のリンパ増殖性疾患 2 1%
　HLH 0 0%
　LCH 6 2%
　その他の組織球症 0 0%
　その他の造血器腫瘍 0 0%
　Down症TAM登録 0 0%
固形腫瘍 166 57%
　神経芽腫 27 9%
　網膜芽腫 6 2%
　腎腫瘍 2 1%
　肝腫瘍 8 3%
　骨腫瘍 15 5%
　軟部腫瘍 26 9%
　胚細胞腫瘍 4 1%
　脳脊髄腫瘍 61 21%
　その他の固形腫瘍 17 6%

総計 292 100%

造血器腫瘍 1374 43.5%
　ALL 584 18.5%
　AML 214 6.8%
　まれな白血病 26 0.8%
　MDS/MPDのうちCML 23 0.7%
　MDS/MPDのうちCMLを除く 63 2.0%
　NHL 158 5.0%
　ホジキンリンパ腫 34 1.1%
　その他のリンパ増殖性疾患 11 0.3%
　HLH 68 2.2%
　LCH 94 3.0%
　その他の組織球症 20 0.6%
　その他の造血器腫瘍 16 0.5%
　Down症TAM登録 63 2.0%
固形腫瘍 1786 56.5%
　神経芽腫 191 6.0%
　網膜芽腫 103 3.3%
　腎腫瘍 74 2.3%
　肝腫瘍 75 2.4%
　骨腫瘍 146 4.6%
　軟部腫瘍 165 5.2%
　胚細胞腫瘍 187 5.9%
　脳脊髄腫瘍 746 23.6%
　その他の固形腫瘍 99 3.1%

総計 3160 100%



 

2018 年初発症例 件数と疾患割合              2018 年再発（紹介例のみ）症例 件数と疾患割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

     

 

造血器腫瘍 1403 45.3%
　ALL 594 19.2%
　AML 201 6.5%
　まれな白血病 19 0.6%
　MDS/MPDのうちCML 25 0.8%
　MDS/MPDのうちCMLを除く 71 2.3%
　NHL 159 5.1%
　ホジキンリンパ腫 28 0.9%
　その他のリンパ増殖性疾患 16 0.5%
　HLH 52 1.7%
　LCH 117 3.8%
　その他の組織球症 24 0.8%
　その他の造血器腫瘍 34 1.1%
　Down症TAM登録 63 2.0%
固形腫瘍 1695 54.7%
　神経芽腫 169 5.5%
　網膜芽腫 91 2.9%
　腎腫瘍 45 1.5%
　肝腫瘍 59 1.9%
　骨腫瘍 151 4.9%
　軟部腫瘍 183 5.9%
　胚細胞腫瘍 197 6.4%
　脳脊髄腫瘍 686 22.1%
　その他の固形腫瘍 114 3.7%

総計 3098 100%

造血器腫瘍 135 46%
　ALL 81 28%
　AML 26 9%
　まれな白血病 2 1%
　MDS/MPDのうちCML 0 0%
　MDS/MPDのうちCMLを除く 3 1%
　NHL 10 3%
　ホジキンリンパ腫 4 1%
　その他のリンパ増殖性疾患 2 1%
　HLH 0 0%
　LCH 6 2%
　その他の組織球症 0 0%
　その他の造血器腫瘍 1 0%
　Down症TAM登録 0 0%
固形腫瘍 157 54%
　神経芽腫 23 8%
　網膜芽腫 6 2%
　腎腫瘍 1 0%
　肝腫瘍 5 2%
　骨腫瘍 18 6%
　軟部腫瘍 22 8%
　胚細胞腫瘍 16 5%
　脳脊髄腫瘍 55 19%
　その他の固形腫瘍 11 4%

総計 292 100%



 

2019 年初発症例 件数と疾患割合              2019 年再発（紹介例のみ）症例 件数と疾患割合    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AML 

造血器腫瘍 1344 41.7%
　ALL 586 18.2%
　AML 203 6.3%
　まれな白血病 17 0.5%
　MDS/MPDのうちCML 19 0.6%
　MDS/MPDのうちCMLを除く 55 1.7%
　NHL 139 4.3%
　ホジキンリンパ腫 40 1.2%
　その他のリンパ増殖性疾患 12 0.4%
　HLH 56 1.7%
　LCH 121 3.8%
　その他の組織球症 32 1.0%
　その他の造血器腫瘍 15 0.5%
　Down症TAM登録 49 1.5%
固形腫瘍 1881 58.3%
　神経芽腫 181 5.6%
　網膜芽腫 115 3.6%
　腎腫瘍 58 1.8%
　肝腫瘍 68 2.1%
　骨腫瘍 162 5.0%
　軟部腫瘍 195 6.0%
　胚細胞腫瘍 212 6.6%
　脳脊髄腫瘍 757 23.5%
　その他の固形腫瘍 133 4.1%

総計 3225 100%

造血器腫瘍 117 39%
　ALL 66 22%
　AML 25 8%
　まれな白血病 3 1%
　MDS/MPDのうちCML 1 0%
　MDS/MPDのうちCMLを除く 1 0%
　NHL 10 3%
　ホジキンリンパ腫 4 1%
　その他のリンパ増殖性疾患 0 0%
　HLH 0 0%
　LCH 4 1%
　その他の組織球症 0 0%
　その他の造血器腫瘍 3 1%
　Down症TAM登録 0 0%
固形腫瘍 185 61%
　神経芽腫 28 9%
　網膜芽腫 10 3%
　腎腫瘍 6 2%
　肝腫瘍 10 3%
　骨腫瘍 23 8%
　軟部腫瘍 25 8%
　胚細胞腫瘍 6 2%
　脳脊髄腫瘍 61 20%
　その他の固形腫瘍 16 5%

総計 302 100%



 

 

③小児がん患者入院延べ数と入院延べ日数について 

  小児がん患者入院延べ数と入院延べ日数については、下記に示す通りとなった。 

＜全体＞  

 

 ＜小児がん拠点病院のみ＞  

 
 

 

５．次回データ収集時にむけて 

今回の提出において修正の多かった「黄色肉芽腫」(その他の固形腫瘍→軟部腫瘍)、原発部位により分

類が分かれる「ユーイング肉腫」について注意喚起をしていく。また、全入院患者延べ数・在院延べ日数（施

設全体）について、提出時未記載の施設が散見されたため、施設規模を把握の目的で、小児に関わらず、施

設全体の数値を記載していただいていることを周知する。 

小児がん患者
入院延べ数・延べ日数

★北海道大
学病院

★東北大学
病院

★埼玉県立
小児医療セ
ンター

★国立成育
医療研究セ
ンター

★東京都立
小児総合医
療センター

★神奈川県
立こども医
療センター

☆静岡県立
こども病院

★名古屋大
学医学部附
属病院

★三重大学
医学部付属
病院

★京都府立
医科大学附
属病院

★京都大学
医学部附属
病院

★大阪市立
総合医療セ
ンター

☆大阪府立
母子保健総
合医療セン
ター

★兵庫県立
こども病院

★広島大学
病院

★九州大学
病院

拠点のみ

小児がん患者入院延べ数
2017 155 101 1,669 869 786 589 736 121 198 284 1,028 435 910 470 731 9,082
2018 135 219 1,079 975 783 600 770 120 245 288 949 463 923 532 276 8,357
2019 173 278 1,064 1,040 675 664 667 936 121 219 403 993 937 405 396 8,971

小児がん患者入院延べ日数
2017 5,883 3,861 23,821 17,943 13,196 18,653 17,580 4,736 5,237 7,763 10,626 8,653 14,593 9,816 11,155 173,516
2018 6,226 5,475 16,760 18,288 13,761 18,988 18,058 4,698 10,228 5,787 10,417 9,844 15,465 9,695 4,946 168,636
2019 6,349 8,459 16,833 18,290 11,659 18,573 10,420 14,847 4,943 8,432 8,372 11,212 17,086 8,158 6,241 169,874




